
 

原発依存からの転換を 

―３月市議会一般質問つづきー 

●安倍政権が今月末にも閣議決定しょうとしている原発依

存の姿勢をむきだしにした新エネルギー計画案を撤回し

「原発ゼロ」を決断し、再生可能エネルギーの普及・拡大

にとりくむことを政府に要求すること。 

企画部長は、「エネルギー政策は国策として、総合的に検

討すべき最重要課題、引き続き国の動向を注視していく、

市としては今後再生可能エネルギー普及促進に努める」と

答弁。 

●メガソーラー設置届け出者への対応については、「同施

設は今後増加することが想定されることから、庁内関係部

局の協力体制を整え、設置事業者に適切な指導助言をして

いく」と答弁。 

景観保全と居住環境の保護を 

              ●城址公園周辺景観地区で

は、マンションの高さ制限

は３１メートルとなってい

るが、マンション建設計画

では、３１メートルを超え 

（質問する福間）     る１４階建てとなっており

景観を損なうことになる。景観地区の高さ制限の付帯事項

を削除するなど変更すること。都市計画部長は「権利者に

対して将来の土地利用の過剰な制限を課すことから、緑地、

空地の確保で例外規定を設けた」などと答弁。●周辺住民

への説明範囲の拡大について「説明範囲の拡大をしないと

しながらも必要に応じて指導をする」と回答。 

●市立幼稚園への入園希望未就学児が抽選漏れで入園でき

ない事態を解消すること。「柔軟な対応を検討する」との回

答がありました。 

 

家庭ごみ有料化実施凍結を 

３万筆署名を９月市議会へ 

              ３月２２日、「家庭ごみ有

料化をやめさせる会」主

催の学習会は、会場のア

ートプラザ研修室は満席

となりました。 

（報告する福間）    高島拓哉先生が「家庭ご

み有料化を考える」講演をおこない、佐久間事務局長が活

動の経過と今後の方針について提案しました。ごみ問題パ

ンフを活用し、署名・宣伝、地域世話人づくりなどのとり

くみを確認しました。私も市政・市議会の様子について、

報告をさせていただきました。 

生活相談日誌 

              市議会中も以下のような

たくさんの相談が寄せら

れました。●国保税・市

県民税の差し押さえ処分 

●母親・姉（認知症）の 

（裏川公園・守る会花見） 成年後見制度 ●不当解

雇・パワハラ ●生活保護申請・車の保有 ●カーブミラ

ー設置 ●公共用地の草刈り ●離婚 ●ごみ屋敷対策な

どの対応に追われました。 

 

暮らし・地域の問題など 

ご意見・ご要望をおよせください。  

ふくま健治生活相談所  

大分市東大道３―２―６ 
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